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 第 5回「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会」が岡山大学津島キャンパスを会場として、

開催されることとなりました。第 5回大会に全国各地から参加される皆様方に、開催地と岡山大学

を代表して、心より歓迎と感謝の意を表します。 

 今回の全国大会開催地である岡山市は人口約70万人を有し、2009年 4月に全国で 18番目となる

政令指定都市に昇格しました。岡山市は、美観地区や大原美術館で有名な倉敷市と隣接しており、

岡山市と倉敷市を合わせた都市圏人口は 150万人規模となります。岡山市の歴史は、宇喜多秀家が

1590年に岡山城の新規築城と城下町整備に着手したことに始まり、その後、小早川秀秋、池田家の

治世を経て明治維新に至りました。岡山城に隣接する後楽園は日本三名園の１つであり、池田家家

臣であった津田永忠の手により 1700年に完成しました。津田永忠は、後楽園以外にも、国宝の閑谷

学校建設、旭川の放水路である百間川開鑿、岡山市南部の新田開発などに携わりました。津田永忠

が遺した史跡は優れた農業・土木遺産群であり、世界遺産に登録してその業績を顕彰する動きが続

いています。 

 岡山市は、瀬戸内の温暖で乾燥した気候帯に属しており、晴天率が高いことから「晴れの国岡山」

とも称されています。また、中国・四国における鉄道及び高速道路のクロスポイントに位置するこ

とから交通利便性に優れ、高速道路を利用した２時間圏の人口は 1600万人以上に達します。しかし、

市内を見ると、他の地方都市と同様に、モータリゼーションの進展に伴って、公共交通の衰退、市

街地スプロールによる都市環境の悪化、中心市街地空洞化などの問題が深刻化しています。岡山市

では、このような都市問題に対処するために、1990年初めから経済界や市民が主導した交通まちづ

くりの提案が続きました。特に、1994年に岡山商工会議所が発表した「人と緑の都心１kmスクエア

構想」や 1995年に結成された「路面電車と都市の未来を考える会（RACDA）」による公共交通活性化

の運動は、全国的に注目を集めました。また、岡山市もこれらの動きを受けて、2000年に「路面電

車延伸構想」を策定し、翌年 2月に路面電車延伸を想定した「市役所筋交通社会実験」を実施しま

した。その後、都心部での路面電車延伸に加えて、「ＪＲ吉備線ＬＲＴ化構想」も浮上していますが、

その後の実現に向けた動きは遅れています。 

 一方、最近のわが国では、地域住民の移動権を保障するという観点から、公共交通の維持・活性

化が喫緊の政策課題となっており、「交通基本法」制定と関連施策の充実が議論されています。また、

環境面では、2020年を目途とする温室効果ガスの1990年比 25％削減が公約され、運輸部門におけ

る大幅なＣＯ２排出削減と都市・地域の低炭素化が急務となっています。このような流れを受けて、

全国各地では、ＬＲＴ導入構想、自転車交通の見直し、電気自動車の開発促進など、単に公共交通

を見直す動きから「公共の交通」を問い直す動きへの転換が起こりつつあります。今回の第 5回全

国大会では、全国の関係者がいま一度岡山の地に参集し、活発な議論や提言を通じて、2010年代に

向けた「人と環境にやさしい交通」の新たな動きを加速する契機となることを期待しています。 

 

岡山大学大学院環境学研究科教授 阿部 宏史 

（「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会 in 岡山」実行委員長） 
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